
 

女川２、３号機および東通１号機 排気筒耐震裕度向上工事の実施について 

 

１．女川２、３号機 排気筒耐震裕度向上工事の概要 

・既設の支持鉄塔を鋼材で補強する 

・既設の筒身と支持鉄塔を制震装置（弾塑性ダンパー）を介して連結する 

・既設の基礎内部の埋戻土をコンクリートで置換する 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１ 女川２、３号機 排気筒耐震裕度向上工事の概要 
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２．東通１号機 排気筒耐震裕度向上工事の概要 

・既設の筒身を支持する支持鉄塔（基礎も含む）を新設する 

・筒身と支持鉄塔を制震装置（弾塑性ダンパー）で連結する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－２ 東通１号機 排気筒耐震裕度向上工事の概要 
 
 

以 上 

支持鉄塔（新設） 

支持鉄塔の基礎（新設） 

制震装置を介して 

筒身と支持鉄塔を連結 

筒身（既設）

制震装置設置位置 
(筒身の 4方向に設置) 
■制震装置位置 

■ 

■ ■ 

■ 

筒身 支持鉄塔

制震装置概要図 

筒身
支持鉄塔 

筒身の基礎（既設） 


